
 

女性活躍推進法に基づく女性の職業選択に資する情報の公表について 

 

        令和７年７月３０日 

 

        鈴鹿市    市長部局、上下水道局 

教育委員会事務局、消防本部 

                  議会事務局、選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局、農業委員会事務局 

 

 

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成２７年法律第６４号） 

第２１条に基づき、女性の職業選択に資する情報を以下のとおり公表します。 

 

 項目 現状 備考 

１ 新規採用職員に占める女性職員の割合 別表１のとおり 採用年度 R7年度 

２ 採用試験申込者（競争試験）に占める 

女性の割合 

別表２のとおり 採用年度 R7年度 

（R6年度試験実施） 

３ 職員の女性割合 ３９．８％ R7.4.1時点 

４ 超過勤務の状況【全職員対象】          

（1人当たりの時間外勤務時間数） 

９．８時間／月 R6年度実績 

５ 管理職の女性割合 ２３．１％ R7.4.1時点 

６ 各役職段階の職員の女性割合 部長級     １３．３％          

次長・参事級  １１．９％ 

課長級     ２５．８％ 

主幹級     ３２．９％ 

副主幹級    ４１．７％ 

主査級     ３４．９％ 

R7.4.1時点 

７ 男女別の育児休業取得率      男   ７１．１％ 

     女 １００．０％   

R6年度実績 

８ 男女別の育児休業取得期間分布状況 別表３のとおり R6年度実績 

９ 男性の出産補助休暇取得率 １００％ R6年度実績 

１０ 男性の出産補助休暇取得期間分布状況 別表４のとおり R6年度実績 

11 男性の育児参加休暇取得率 ９４．７％ R6年度実績 

12 男性の育児参加休暇取得率分布状況 別表５のとおり R6年度実績 

13 男女別の給与の差異 別表６のとおり R6年度実績 

 

 



【別表１】 

新規採用職員に占める女性の割合（採用年度 R7年度） 

職種 女性比率 

事務 ４５．８％ 

技術（土木） ０．０％ 

技術（機械） ０．０％ 

技術（電気） ０．０％ 

保健師 １００．０％ 

保育士・幼稚園教諭 １００．０％ 

消防 １２．５％ 

労務（調理） １００．０％ 

全職種 ５４．５％ 

 

【別表２】 

採用試験申込者（競争試験）に占める女性の割合（採用年度 R7年度（R6年度試験実施）） 

職種 女性比率 

事務 ３８．８％ 

技術（土木） ２２．２％ 

技術（機械） ０．０％ 

技術（建築） ５０．０％ 

保健師 ８３．３％ 

看護師 ８３．３％ 

保育士・幼稚園教諭 ９４．７％ 

消防 ２．８％ 

労務（調理） ８７．０％ 

全職種 ４３．１％ 

 

【別表３】 

男女別の育児休業取得期間分布状況（R6年度実績） 

期間 男性比率 女性比率 

２週間未満 ０．０％ １．６％ 

２週間以上１か月未満 ３７．０％ ９．４％ 

１か月以上３か月未満 ３７．０％ １０．９％ 

３か月以上６か月未満 １４．８％ １４．１％ 

６か月以上１２か月未満 １１．１％ ３２．８％ 

１２か月以上 ０．０％ ３１．３％ 

 



【別表４】 

男性の出産補助休暇取得期間分布状況（R6年度実績） 

期間 男性比率 

１日未満 ２．７％ 

１日以上３日未満 １８．９％ 

３日 ７８．４％ 

 

【別表５】 

男性の育児参加休暇取得期間分布状況（R6年度実績） 

期間 男性比率 

１日未満 ０．０％ 

１日以上５日未満 ３３．３％ 

５日 ６６．７％ 

 

  



【別表６】 

鈴鹿市における男女の給与の差異 

１ 全職員 

職員区分 男性の給与に対する女性の給与の割合 

任期の定めのない常勤職員 ８２．７％ 

任期の定めのない常勤職員以外 ９８．６％ 

 

２ 「任期の定めのない常勤職員」に係る追加的な情報 

(１) 役職段階別 

役職段階 男性の給与に対する女性の給与の割合 

部長・次長・参事級 １００．６％ 

課長・副参事級 ９４．１％ 

主幹級 ９３．４％ 

副主幹級 ８９．４％ 

 

(２) 勤続年数別 

勤続年数 男性の給与に対する女性の給与の割合 

３６年以上 ９２．１％ 

３１～３５年 ９２．３％ 

２６～３０年 ８６．５％ 

２１～２５年 ８８．８％ 

１６～２０年 ８６．８％ 

１１～１５年 ７８．４％ 

６～１０年 ８４．３％ 

１～ ５年 ８６．３％ 

※出向教員は、鈴鹿市で勤務した年数を勤続年数として算定している。 


